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○第１３回小中合同運動会 ５月２２日(日)

天候不良のため一日延期となりましたが、当日は晴れ。気温も快適な最高の日に運動会を実施す
ることができました。

「パワーＵＰ！Ｆｕｌｌ Ｏｆ Ｅｎｅｒｇｙ～一所懸命、一人一人の個性よ輝け～」
のスローガンの下、全員が最後まで全力で競技を行いました。観覧された皆さんもきっと児童生徒
の姿に感動されたことでしょう。午前中のみの開催でありましたが、内容は盛りだくさんで、ダン
ス２回、徒競走、団技、リレーなどがありました。ある生徒は、７つの競技に出場していました。
応援を入れるとずっと活動している状態でした。生徒も満足できた運動会だったのではないでしょ
うか。
保護者の方々には、準備・片付けにご協力していただきありがとうございました。特に、進行が

遅れ、終了時刻が予定より３０分ほど遅れましたが、片付けが予想以上に速く終わったのも皆様の
おかげだと感謝しております。下記に、両団長の「運動会を終えて」のコメントを掲載します。

白団 団長 ３年 東原 壮 赤団 団長 ３年 假屋 冴爾
僕は、運動会を終えて、まずは、ダブル優勝 僕は、今年の運動会が今までで一番楽しかった

ができてよかったです。最初は、なかなか応援 です。ダブル優勝を取られてしまいとても悔しい
が、しっかり出来ず、あまり緊張感がありませ ですが、赤団のみんなが一生懸命頑張っていたの
んでした。しかし、１回目の合同練習の時、小 がうれしかったです。そして、応援は放課後に練
学生が頑張っており、「しっかりしないと」と 習したことが本番で発揮できて達成感がありまし
思い今まで以上に応援や一つ一つの行動に力を た。負けて悔しいですが、みんなと協力すること
入れていきました。だから、今回皆でダブル優 や練習したことをやる達成感など本当にいい経験
勝が取れてうれしかったです。それと皆と頑張 になりました。
れたことが何よりもうれしかったです。 ありがとうございました。
生徒の作文からも、運動会での勝ち負けより、「みんなと頑張ったこと」「協力したこと」「達成

感」など多くのことを得たようです。「運動会は一人一人が主役です。」と私は言いましたが、き
っと他の生徒たちも満足して運動会を終えたことと思います。このすばらしい運動会を今後も続け
ていけるように職員も頑張っていかなければと思ったところです。

○６月の主な予定 ２２・２３日（水・木）

１２日（日） 地区中体連・剣道競技 ３年：学力診断テスト
１３日（月） 振替休業日（１８日・土の分） ２３日（木） ２・３年：高校説明会
１７日（金） 生徒総会 ２８～３０日（火～木）第１回校内テスト
１８日（土） 参観日・修学旅行説明会 ※変更の場合もありますので、学級通信等で

学校保健委員会 ご確認ください。

○編集後記
５月２２日に、天候にも恵まれ無事に運動会ができたことを大変うれしく思います。５月当初か

ら雨の日が続き、グランドコンディションも心配しましたが、奉仕活動や前日・当日の準備で最高
の状態で開催できました。改めて、今回の運動会のために係わってくださった。全ての方々に感謝
いたします。
個人的なことになりますが、５月より須木地区の住民になりました。住宅の修繕等のため、１か

月間宮崎からの通勤でしたが、ようやく須木地区の住民になり嬉しく思います。住んで驚いたのは、
夜の静けさと朝の鳥のさえずりです。自然の中に住んでいるなと実感しています。今、学校でこの
原稿を書いているのですが、鳥の鳴き声が絶え間なく聞こえてきます。心の癒やしになっています。


